
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 28 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
取組における背景、事業の目的  

【課題】松本市中山地区では、少子高齢化が進み、かつ豊かな農村地帯でありながら、耕作放棄地が

年々増加しており、地区町会及びＪＡ関係者として、豊かな農村地帯を存続してゆく大きな課題とし

て、様々な活動を検討し、実施している。 
【背景】上記課題の１つの対策として、松本市中山の高台に丸山氏によって造られた農場（東花

園）が、同氏の高齢化と農作業での怪我をきっかけに営農が困難となり、耕作放棄地となってしまう

事態が生じ、平成 24 年から丸山氏の熱い思いを地元の青年農業者を中心としたメンバーが引き継

ぎ、アルプスを一望する抜群のロケーションの中、「農的ライフスタイルを実践する」魅力を発信す

る拠点としてさまざまな活動を行っています。 
ものつくりの楽しさや都市部の人たちに農村の魅力を伝える場として、また各世代層の農を通じた

交流の場となっています。 
【目的】中山での「農的ライフスタイルを実践する」ことと、各人が集いその農産物を食することで

より一層の充実感と中山の魅力が得られ、 
1. 食を通じて活動の楽しさ、美味しさを感じることで一層の交流を図り 
2. 中山地区の農村地区に興味を持ってもらい 
『健康寿命延伸都市・松本』として、地域間・世代間を超えて生き甲斐を感じてもらえるように、 
あずまやなど皆が集い、食を味わえる『場』が必要となってきます。 
更には、中山地区への移住者促進、農業従事者の促進につながるように、地域での活動利用も検

討しています。 
 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【椅子・テーブルつくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 
中山東花園から農村を元気にするプロジェクト 事業（NNGP） 

事業主体 
（連絡先） 

中山東花園から農村を元気にするプロジェクト 事業（NNGP）（代表：菅谷 信） 

住所：松本市中山 2138-1 Tel： 090-3349-8874 E-add：chienowa@kpa.biglobe.ne.jp 

事業区分 ⑥ 産業振興、雇用拡大に関する事業 
イ 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ハード 
総事業費 518,269 円（うち支援金： 315,000 円） 

【 苗の定植 】 

NNGP 活動参加者のより一層交流を図り、農的ライ

フを楽しみ、農村中山の魅力を感じ、発信するとと

もに、中山移住者・就農希望者を促進する。 

１） 親子農業体験教室 
地域の方々と隔週で野菜の種まき・苗定植から、畑のメン

テナンス、収穫までＮＮＧＰスタッフの指導のもと、安全

に楽しく農的ライフを楽しみ、工作体験として椅子・テー

ブルを作成。 
２） 熟年農業大学院 
NNGP スタッフとして参加し、親子体験家族指導や相談

役となり、スタッフとして活動の準備なども行う。 
親子農業体験家族の父親とともにあずま屋を作成し、椅子・

テーブルについては、子供たちとスタッフで作成し、活動

参加者全員で工作体験の達成感・充実感を共有し、農的ラ

イフを楽しむことができた。  
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【 あずま屋 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

① NNGP 活動参加者自身が活動を

楽しめた。 
② 皆が集い、食を味わえる場を作り

上げることができた。 
③ 中山地区行事として、NNGP を

活用してもらった。 
④ 中山地区外からの参加者が中山

を楽しんでもらえた。 

※自己評価【 A 】 

【理由】 
様々な活動を継続したことで、地

域図づくり活動が、地域全体に広

がりつつあるところ。 

 【目標・ねらい】 

1. 食を通じて活動の楽しさ、美味しさを感じることで 
一層の交流を図り 

2. 中山地区の農村地区に興味を持ってもらう事を目的

に、NNGP 活動参加者で、あずま屋・椅子・テーブ

ルを作成し、地域間・世代間を超えて生き甲斐を感

じてもらえ、皆が集い、食を味わえる『場』を作り上

げることができた。 
また、NNGP 活動参加者以外に中山地区公民館活動とし

ての中山史跡ウォーキング参加者にもあずま屋で、

NNGP の手作りピザを味わい、中山の良さに触れていた

だき、地域づくり活動として NNGP 活動が貢献できた。 

・H29 年度以降も NNGP 活動を継続し、活動参加者自身が活動そのものを楽しみ、 
食と農業の楽しみに触れ、農業・中山の魅力を感じてもらう。 

・H28 年度に作成したあずま屋とピザ釜を活用し、地域活性化につながる中山東花園の 
地の利を活かしたイベント・サービスを提供していく。 

・様々な NNGP 活動を通じて、地域間・世代間を超えて生き甲斐を感じてもらい、 
更には中山地区への移住者促進、農業従事者の促進につながるように、地域での活動利用 
も継続して検討していく。 

 

3）田舎暮らし・新規就農支援 
東花園に定住し、ＮＮＧＰ活動の協力を行うとともに、

農作業の習得に向け、ＮＮＧＰスタッフ・熟年農業大学

院からスキル習得と実地訓練を行う。 
職業訓練校に通い、再就職スキルの習得。 
将来的に兼業農家への可能性も開けるように活動を行

う。 
 


